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1 は じ め に

水稲直播栽培は、稲作の省力・低コス ト化を実現する

技術として認知されてきている。米価の低迷が続く中、

稲作に要する費用を節減することは重要であるが、拡大

する生産調整への対応をも可能とする栽培技術の開発と

その実用化が強く求められている。そこで本報告では、

秋田県における水稲直播栽培の普及状況を概観した後、

直播栽培を組み入れた田畑輪換の普及・定着のための条

件について検討する。

2 秋田県における水稲直播栽培の普及状況

秋田県の水稲直播栽培面積は近年順調に増加してお

り、平成14年 (2002年 )現在300haを 上回る面積で実施

されている (表 1)。 播種様式はほとんどが湛水直播 (代

かき後落水状態で播種する方式で、以下「潤土直播」)

であり、中でも条播の増加が著しく全体の 7割を占めて

いる。品種は「あきたこまち」が9割近くで、それより

早生の「でわひかり」は平成12年以降大きく減少してお

り、販売面を考えた良食味米への切り替えが進んでいる。

3 担い手の水稲直播栽培に関する意向

秋田農試では、乾田状態で播種した後、湛水すること

により出芽・苗立ちの安定化を図る、乾田土中早期湛水

直播 (以下「折衷直播」)の技術開発に取 り組んでいる
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株形成による収量性の向上をねらいに、播種様式を従来

の条播から点播に変更して検討を継続しており、その現

地実証圃場を、県南内陸部の平鹿町に設置している。

平鹿町には、」Aの農作業受託部会の支部が組織され、

」Aが農作業委託希望者の窓口になり、受け手である部

会員につないでいる21彼らの直播栽培に関する意向を

みると、移植栽培と比較した減収許容範囲を 1割以内と

考えている (表 2)。 将来の経営意向については、積極

的な回答が多いが、直播栽培を導入したいとする農家は

約半数にとどまつてお り、減収を前提とした技術では、

稲作受託経営に採用されにくいことを示している。

4 折衷直播栽培と組み合わせた田畑輪換の定着条件

平鹿町の大規模稲作農家であるE経営の作業体系を基

に、営農技術体系評価・計画システム (FAPS)を 用

いて、折衷直播と野菜作を導入した場合の収益性を試算

すると、慣行移植水稲+大豆の体系に、折哀直播と枝豆

を加えることで経営規模が拡大し、所得が増加するとい

う結果が得られる (表 3)。 また、家族労働力の有効利

用も可能となる。

潤土直播は、比較的取 り組みやすい栽培法であるが、

折哀直播とそれを前提とする田畑輪換は、苗立ちを安定

させるための圃場の均平や、転作作物の生産性を向上さ

せるための排水の確保等、要求される牛産基盤条件の水

準が高く、土地利用調整の必要性も大きい。

折哀直播と組み合わせた田畑輪換の普及には、潤土直

播の導入農家に、折哀直播のもつ更なる省力性と、転作

作物の前作の栽培法としての有利性をアピールしなが

ら、田畑輪換へと誘導していくことが現実的である。転

作生産の収益性を高めるための生産基盤の確保ととも

に、複数集落での広域的な土地利用調整が必要であり、

」Aが主導的役割を果たすことにより、認定農業者や各

種生産部会員を組織化し、それらに土地利用調整機能を

発揮させることが求められる (表 4)。 個別経営の枠を

超えた面的な取 り組みを進めることで折哀直播のメリッ

トがより発揮され、合理的な田畑輪換の定着につながる。

労働生産性の高い折哀直播による田畑輸換は、農業従

事者の減少とともに、その需要が高まる栽培技術体系と

考えられる (図 1)。 現状規模ての省力化と所得の維持、

規模拡大による所得の増大に加え、少ない担い手で、収

益性を低下させずに地域の農地を維持することも可能で

あり、このような田畑輪換を実現するための地域システ

ムが不可欠となる。

5 ま と め

本報告は、折哀直播と組み合わせた田畑輪換の定着に
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は、個別経営の枠を超えた取り組みが必要であり、担い

手の減少とともに、この田畑輪換の需要が高まることを

指摘した。しかし、この栽培技術体系は、まだ完成され

たものではなく、直播水稲の収量性の更なる向上と栽培

技術の平易化や、転作作物の省力・低コスト栽培技術、

合理的な輪作体系等、技術開発上の課題も残されている。

また、農業者の組織イヒに、」Aが主導的役割を果たす

べきことを指摘したが、」Aの広域合併が進んだ現在、

各」Aには、支所単位のきめ細かい営農指導体制を維持

しながら、広域的・専門的な調整・指導機能を十分に発

揮できるような組織運営方策が求められている。田畑輸

換の地域農業システムを実現するには、この」Aを中心

とする指導機関による支援体制の構築が不可欠となる。

表 1 秋田県における水稲直播栽培の普及状況

2 WC朝 相は餘外
0( )は柳唸比

表 2 平鹿町受託部会員の直播栽培と将来の農業経営に関する意向

米の生産・流通政策が見直され、新たな生産調整手法

の検討が進められる中、稲作主体の地域農業をどうマネ

ージメントするかが、ますます重要になつてきており、

田畑輸換栽培技術体系を早期に確立する必要がある。
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表4 直播栽培の定着条件
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図1 折衷直播栽培による田畑輸換体系の拡大段階
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表3 折衷直播栽培・野菜作導入の経営的効果
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